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平成4年

1-0 月号、

• • 広報
。

EaEZE坦E

ど
て
ガ
ぼ
ち
ゃ

カ
i

一
一
パ
ル

今
年
で
八
回
目
を
迎
え
た
農
業

後
継
者
協
職
会
主
催
に
よ
る
「
ど

て
か
ぼ
ち
ゃ
カ
ー
ニ
バ
ル
」
が
九

月
二
十
日
、
重
信
川
緑
地
公
園
グ

ラ
ン
ド
で
開
か
れ
ま
し
た
。

県
内
外
か
ら
約
六
千
人
の
人
出

と
な
っ
た
会
場
で
は
、
名
物
の
か

ぼ
ち
ゃ
コ
ン
テ
ス
ト
の
ほ
か
シ
ン

デ
レ
ラ
コ
ン
テ
ス
ト
や
野
菜
即
売

も
お
ニ
な
わ
れ
、
ま
た
、
青
年
団

に
よ
る
重
信
太
厳
や
小
学
生
に
よ

る
伊
予
万
歳
も
鍍
寓
さ
れ
る
な
ど
、

終
日
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

町の人口
児童彫刻アイデア・H ・ H ・ ..Q
国際コンクール U 

臨時議会・…-・・・・・・・・… .....2

6,904 (+ 9) 世帯数同和教育...・H ・...…...・ H ・ .9定例議会 っ
保留地処分 u 

20 ,966 (+36) 口人重信町文化祭...・H ・ H ・ H ・ ..10 ・ 11
国保・年金・...・H ・...・ H ・ ...4

10 ,013 (+23) 男成人バレーポール大会…12

10 ,953 (+13) 女

9 月 1 日現在

ピックアップザ苦情……13

戸籍 ・町民カレンダー…14
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包
囲
図
画
図
園
園



(2) 

町
長
及
び
町
議
会
議
員
決
定

、‘

ぶの,-y し

町 町 し行町
丹大石野松牧佐友大松議和 たさ議任
生 会長 。 れ会期
谷森丸中下 伯近西下議田 、議満

員 次員了
隆敏久高清泰茂 (治 の選に

操 筆 通立 方挙伴
茂雄敏繁行 久徳 候樹 々がう

補 が九重
59 56 64 66 67 58 63 49 64 62 届 58 ~当月信

出 敬選十町
無公無無無無無無無無順無 称き 三 長
現新新現現現現新現新)新 聞各れ日及

)ま執ぴ

幸良広

昌 卯静幾良 群定 正清
三 強徳収

延郎江八 一 司靖夫春

」
す
え

W
H

-
i的
立
ロ

佐
伯
平
岡
窪
田
藤
田

高
須
賀

山
内
主
白

高
橋
諸
伏
浜
田
八
木

投
票
状
況

当
日
有
権
者
数

投
票
者
数

投
票
率

67 63 54 48 57 54 61 58 60 67 48 56 

無共無無共無社無無無無無
現現新現現現現元現現現現

一
五
、
O

一
七
人

二
二

、

O
三
三
人

八
六

・

七
九
%

臨

時

議

A
Q一A

町
議
会
議
員
改
選
後
の
初
議
会
が

十
月
二
日
午
前
十
時
か
ら
聞
か
れ
ま

し
た

。
当
日
は
、
新
し
い
議
員
バ
ッ
ジ
を

つ
け
て
全
議
員
が
気
持
ち
も
新
た
に

仮
議
席
に
つ
き
ま
し
た

。

ま
ず
、
年
長
の
松
下
高
繁
議

員
が

臨
時
議
長
と
し
て
開
会
を
告
げ
た
後

和
田
町
長
の
招
集
挨
拶
が
あ
り
、
そ

の
後
正
副
議
長
の
選
挙
が
行
わ
れ
、

議
長
に
平
岡
収
氏
、
副
議
長
に
野
中

久
敏
氏
が
選
ば
れ
ま
し
た

。

続
い
て
議
席
の
指
定
、
常
任
委
員
、

議
会
運
営
委
員
の
選
任
、
東
温
消
防

等
事
務
組
合
・
川
内
町
重
信
町
衛
生

事
務
組
合
の
議
員
選
挙
が
行
わ
れ
ま

し
た

。
ま
た
、
議
会
選
出
の
監
査
委
員
に

丹
生
谷
操
氏
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

続
い
て
、
総
合
公
園
・
老
人
ホ
ー

ム
設
置
対
策
特
別
委
員
会
の
選
任
が

行
わ
れ
、
午
後
二
時
五
十
七
分
閉
会

さ
れ
ま
し
た
。

久
敏
(
下

重
信
町
議
会
の

構
成

議
長平

岡

副
議
長

野
中

収
(
田

窪中本

総
務
委
員
長

f

副
委
員
長

川
委
員" 

産
建
委
員
長

川
副
委
員
長

刀
委
員

厚
生
委
員
長

H

副
委
員
長

川
委

員

文
教
委
員
長

H

副
委
員
長

円
委
員

議
運
委
員
長

川
副
委
員
長

川
委

員

消
防
組
合
議員

衛
生
組
合
議員

監
査
委
員

牧
清
行
(
北
野
田
)

松
下
高
繁
(
上
林
)

佐
伯
筆
(
志
津
川
)

佐
伯
強
(
横
河
原
)

野
中
久
敏
(
下
林
)

松
下
通
(
西
岡
)

窪
田
定
靖
(
樋
口
)

山
内
良

一
(
上
林
)

八
木
昌
延
(
上
林
)

高
須
賀
徳

(
田

窪
)

石
丸
敏
雄
(
上
村
)

浜
田
卯
三
郎
(
牛
洲
)

佐
伯
正
夫
(
見
奈
良
)

丹
生
谷
操
(
下
林
)

藤
田
群
司
(
横
河
原
)

友
近
泰
久
(
志
津
川
)

渡
部
清
春
(
横
河
原
)

高
橋
幾
八
(
南
野
田
)

大
西
茂
徳
(
牛
洲
)

大
森
隆
茂
(
下
林
)

諸
伏
静
江
(

山
之
内
)

佐
伯

筆

(
志
津
川
)

山
内
良

一
(
上
林
)

浜
田
卯
三
郎
(
牛
測
)

高
須
賀

徳
(
田
窪
)

窪
田
定
靖

(
樋
口
)

牧
清
行
(
北
野
田
)

渡
部
清
春
(
横
河
原
)

八
木
昌
延
(
上
林
)

渡
部
清
春
(
横
河
原
)

山
内
良

一

(
上
林
)

佐
伯
正
夫
(
見
奈
良
)

佐
伯
筆
(
志
津

川
)

高
須
賀
徳
(
田
窪
)

大
西
茂
徳

(
牛
洲
)

丹
生
谷
操
(
下
林
)



九
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A 

伊l

月

ぶ

第
百
四
十
五
回
重
信
町
議
会
定
例

会
は
、
九
月

一
日
に
招
集
さ
れ
、
九

月

三
日
ま
で
の

三
日
間
の
会
期
で
聞

か
れ
ま
し
た
。

提
出
さ
れ
た
五
億
二
千
八
百
九
十

三
万
三
千
円
(
累
計
六
十

二
億
八
千

百
十
七
万
円
)
の

一
般
会
計
補
正
予

算
な
ど
七
議
案
が
審
議
さ
れ
、
全
議

案
原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

一
般
質
問
は
、
三
名
の
議
員
か
ら

財
政
計
画
、
高
齢
者
福
祉

・

活
性
化

対
策
、
下
水
道
事
業
な
ど
に
つ
い
て

行
わ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
議
員
提
案
の
「

第
十

一
次

道
路
整
備
五
箇
年
計
画
に
関
す
る
意

見
書
」
が
全
員

一
致
で
可
決
さ
れ
、

内
閣
総
理
大
臣
を
は
じ
め
関
係
省
庁

に
提
出
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た

。

今
回
議
決
さ
れ
た
主
な
も
の
は
、

次
の
と
お
り
で
す
。

。

一
般
会
計
補
正
予
算

O

農
業
振
興
事
業四

四
、

一
一
O
千
円

。

志
津
川
伽
目
線
改
良
事
業

二
五
、
五
O
O

千
円

。
高
速
道
路
周
辺
整
備
事
業

二
八
五
、
O
七
O
千
円

。
土
地
区
画
整
理
事
業

六
六
、
三
O
O

千
円 議

A
Q
一A

一
般
会
計

高
速
道
路
周
辺
整
備
事
業
な
ど

五
億
二
千
八
百
九
十
万
円
を
補
正

のげし報広(3) 

O

文
化
財
保
護
事
業

二
六
、
八

一
O
千
円

。
土
地
区
画
整
備
事
業
特
別
会
計

O

土
地
区
画
整
備
事
業

二
四
、

一
O
O
千
円

。
工
事
請
負
契
約

平
松
上
樋
線
橋
梁
工
事
を
、
三
千

二
百
四
十
四
万
五
千
円
で
株
式
会
社

愛
橋
と
、
高
速
道
路
周
辺
整
備
前
田

一
号
農
道
改
良
工
事
を
五
千
三
百
四

万
五
千
円
で
安
永
土
建
株
式
会
社
と

工
事
請
負
契
約
を
締
結
す
る
こ
と
を

可
決
し
ま
し
た
。

。
県
営
土
地
改
良
事
業
の
分
担
金

上
林
地
区
県
営
は
場
整
備
事
業
に

伴
う
分
担
金
を
、

事
業
費
五
億
八
千

三
百
万
円
、
分
担
金

一
億
五
千
九
百

五
十
万
円
以
内
、
賦
課
の
基
準
を
受

益
農
地
地
積
割
と
す
る
こ
と
を
示
認

し
ま
し
た
。

平
成
四
年
度

保
留
地
処
分
に
つ
い
て

町
が
施
行
者
と
な
り
野
田
地
区
で

土
地
区
画
整
理
事
業
を
施
工
中
で
す

が
、
保
留
地
(
宅
地
)
を
次
の
と
お

り
売
却
し
ま
す
。
な
お
、
申
込
者
が

同

一
区
画
に
二
人
以
上
い
る
場
合
は
、

公
開
抽
選
に
よ
り
決
定
し
ま
す
。

マ
受
付
期
間

十
月
十
九
日
l

三
十
日
の
午
前

九
時
か
ら
午
後
五
時
ま
で
(
土

曜
・
日
曜
日
は
除
き
ま
す
。
)

マ
受
付
場
所

重
信
町
役
場
企
画
課
(
別
館

二

階
)

当
日
は
、
住
民
票
(
謄
本
)
、

身
分
証
明

書

(
本
籍
地
の
市
町

村
が
発
行
)
、
印
鑑
を
ご
持
参

く
だ
さ
い
。

マ
申
し
込
み
資
格

次
に
該
当
す
る
人
は
、
申
し
込

み
で
き
ま
せ
ん
。

①
未
成
年
者
②
禁
治
産
者
又
は

準
禁
治
産
者
③
破
産
者
で
復
権

を
得
な
い
者
④
正
当

な
理
由
が

な
く
て
契
約
し
た
日
か
ら
二
年

以
内
に
住
宅
又
は
利
便
施
設
の

用
に
供
す
る
見
込
み
の
な
い
者

マ
公
開
抽
選

十

一
月
六
日
重
信
町
民
会
館
で

行
い
ま
す
。
お
問
い
合
わ
せ
は
、

重
信
町
企
画
課

包
六
四
|
ニ
O
O

一
へ

明細

街区 1[Ii"Jj也 処分単価(円)
ilI:号

番号 番号
I也m(耐)

(1 m'あた り)
処分価格(問) 前面道路 用途地域

① 4 5 380.51 109 ,000 41 , 475 ,000 9 ITI 住居地域

② 6 323.13 132 ,000 42 ,653 ,000 9 ITI • 6 ITI 住居I也域

③ 7 3 307.29 102 ,000 31 ,343 ,000 6 ITI 住居I也J!'l(

④ 25 7 362.02 124 ,000 44 ,890 ,000 国道 11 号線 住居J也I或

⑤ 26 3 158.43 151 ,000 23 ,922 , 000 国道 11 号線 住居地峡

の土地る却す=士宮

'JC 
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国
保
だ
よ
り

ぷ、

自
分
の
健
康
は

自
分
で
守
ろ
う
①

運
動
を
し
よ
う

人
聞
は
運
動
し
な
い
と
、
か
ら
だ

は
だ
ん
だ
ん
衰
え
て
い
き
ま
す
。
た

と
え
ば
、
骨
折
の
場
合
ギ
ブ
ス
で
固

定
し
て
お
く
と
、
骨
折
し
た
腕
が
、

正
常
な
腕
に
比
べ
て
、
か
な
り
細
く

な
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

筋
肉
が
使
わ
れ
な
い
た
め
衰
え
た
結

果
で
す
。

運
動
は
成
人
病
を
予
防
す
る
と
い

う
目
的
の
ほ
か
に
、
ス
ト
レ
ス
や
肩

こ
り
、
腰
痛
、
疲
れ
な
ど
を
解
消
し

て
く
れ
ま
す
。

体
力
を
維
持
増
進
し
、
健
康
を
保

つ
た
め
に
は

一
日
二
百
1

三
百
キ
ロ

カ
ロ
リ
ー
を
運
動
で
消
費
す
る
こ
と

が
必
要
と
い
わ
れ
ま
す
。

。〉げし幸良広

遭動で1ー00をキ消ロ費 ゴルフ 24-40介カロリ するには

歩行 20-30~ スキー 10 -30~ 

速歩 15-20介 卓 E事 17-3日分

かけ足 7-15介 野 E事 17-4日分

なわとび 5-10分 座って仕事 60-90介

水泳 7-17分 ラジオ体操 20-30分

サイクリング 17-40分 階段昇降 15介

登山 10-20~ ポーリング 30-40分

歩歩
く
こ
と
は
、
誰
に
で
も
で
き
る
、

も
っ
と
も
簡
単
な
運
動
法
で
す
。
歩

く
こ
と
に
よ
っ
て
、
か
ら
だ
の
六
十

%
く
ら
い
の
筋
肉
が
使
わ
れ
、
り
っ

ぱ
な
全
身
運
動
と
な
り
ま
す
。
歩
く

健
康
づ
く
り
に
は
次
の
よ
う
な
効
用

が
あ
り
ま
す
。

①
血
行
を
よ
く
し
て
高
血
圧
予
防

歩
く
こ
と
に
よ
り
酸
素
の
供
給
が

増
え
、
血
管
が
広
が
り
血
行
が
よ
く

な
り
ま
す
。
こ
の
た
め
、
心
臓
病
や

脳
卒
中
を
引
き
起
、
」
す
高
血
圧
を
お

さ
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

②
全
身
運
動
の
効
果
が
あ
る

筋
肉
が
強
く
な
り
、
心
臓
と
肺
の

働
き
が
活
発
に
な
る
の
で
内
臓
の
働

き
も
よ
く
な
り
、
全
身
運
動
と
な
り

ま
す
。

③
神
経
と
脳
の
働
き
を
よ
く
し
て
、

脳
の
老
化
や
ボ
ケ
防
止
に
な
る

歩
く
運
動
は
脳
を
刺
激
し
、
気
分

転
換
が
は
か
れ
ポ
ケ
の
予
防
と
な
り

ま
す
。

④
肥
満
の
解
消

余
分
な
皮
下
脂
肪
が
燃
焼
し
て
、

肥
満
が
解
消
さ
れ
ま
す
。

⑤
腰
痛
予
防
に
効
果
が
あ
る

歩
く
、
」
と
で
足
腰
の
筋
力
が
鍛
え

ら
れ
、
ひ
ざ
の
関
節
痛
や
腰
痛
予
防

に
効
果
が
あ
り
ま
す
。

ー
、-固

つ

歩
く
場
合
、
ダ
ラ
ダ
ラ
歩
く
の
で

は
い
け
ま
せ
ん
。
ふ
つ
う
の
速
度
は

だ
い
た
い
時
速
三
l

四
キ
ロ
で
す
か

ら
、
運
動
効
果
を
高
め
る
た
め
に
は

時
速
五
1

六
キ
ロ
く
ら
い
(
一
分
間

に
百
メ
ー
ト
ル
く
ら
い
)
で
歩
い
て

み
ま
し
ょ
う
。圃瞳_1:.1げ曹置

1::1011<圃晶.
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会
u
h
町

a
a
-
-
司

年
金
だ
よ
り

保
険
料
を
納
め
忘
れ
る
と

大
変
で
す

第

一
号
被
保
険
者
の
皆
さ
ん
、
国

民
年
金
保
険
料
の
納
め
忘
れ
は
あ
り

ま
せ
ん
か
。

も
し
、
納
め
忘
れ
が
あ
り
ま
す
と
、

思
わ
ぬ
病
気
や
ケ
ガ
で
障
害
者
に
な

っ
た
り
、

一
家
の
働
き
手
を
失
っ
た

り
し
た
と
き
な
ど
に
、
障
害
基
礎
年

金
や
遺
族
基
礎
年
金
が
受
け
ら
れ
な

い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
将
来
老
後
の
生
活
の
支
え

と
な
る
老
齢
基
礎
年
金
の
額
が
、
少

な
く
な
っ
た
り
受
け
ら
れ
な
く
な
っ

た
り
し
ま
す
。

保
険
料
は
毎
月
納
め
る
の
が
原
則

で
す
が
、
何
ら
か
の
理
由
で
年
度
内

に
納
め
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
保

険
料
は
、
二
年
前
ま
で
で
あ
れ
ば
遡

っ
て
納
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

国
民
年
金
の
制
度
は
、
働
く
世
代

が
お
年
寄
り
の
世
代
を
支
え
る
「
世

代
と
世
代
の
助
け
合
い
」
で
す
。
毎

月
き
ち
ん
と
保
険
料
を
納
め
て
い
く

こ
と
が
自
分
自
身
の
た
め
で
あ
る
と

同
時
に
、
国
民
年
金
制
度
を
守
り
発

展
さ
せ
る
た
め
の
大
切
な
こ
と
で
す
。

過
去
の
保
険
料
に
納
め
忘
れ
が
な

い
か
、
今

一
度
確
か
め
て
み
て
く
だ

支
」
い
。

年
金
を
も
っ
と
よ
く

知
っ
て
く
だ
さ
い
。

国
民
年
金
制
度
推
進
月
間

十
月
・
十
一
月

十
月
及
び
十
一
月
は
「
国
民
年
金

制
度
推
進
月
間
」
で
す
。

国
民
年
金
は
、
二
十
歳
か
ら
六
十

歳
に
な
る
ま
で
の
す
べ
て
の
国
民
が

加
入
者
と
な
っ
て
、
す
べ
て
の
国
民

に
共
通
の
「
基
礎
年
金
」
を
支
給
す

る
制
度
で
す
。

今
、
人
生
八
十
年
時
代
を
迎
え
て
、

日
本
は
世
界
に
例
を
み
な
い
速
さ
で

高
齢
化
が
進
ん
で
い
ま
す

。

二
十

一
世
紀
に
は
四
人
に

一
人
が

六
十
五
歳
以
上
の
お
年
寄
り
と
い
う

「
超
高
齢
化
社
会
」
を
迎
え
る
こ
と

は
確
実
で
あ
り
、
「
さ
ら
に
安
定
し

た
年
金
制
度
」
へ
の
期
待
が
大
き
く

な
っ
て
き
て
い
る
と
同
時
に
、
将
来

を
見
据
え
た
制
度
で
あ
る
と
い
う
こ

と
は
、
徐
々
に
理
解
さ
れ
て
き
て
い

ま
す
。

し
か
し
、
こ
の
国
民
年
金
制
度
が

自
分
の
た
め
だ
け
で
な
く
、
家
族
や

周
囲
の
人
、
さ
ら
に
は
次
代
の
人
達

の
た
め
に
助
け
合
っ
て
い
く
年
金
制

度
で
も
あ
る
こ
と
が
、
ま
だ
ま
だ
理

解
さ
れ
て
い
な
い
よ
う
で
す
。

国
民
年
金
制
度
推
進
月
間
で
は
、

国
民
年
金
の
仕
組
み
ゃ
内
容
を
正
し

く
理
解
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
市
町

村
・
社
会
保
険
事
務
所
が

一
体
と
な

っ
て
広
報
活
動
を
実
施
し
ま
す
。

こ
れ
を
機
会
に
、
皆
さ
ん
も
国
民

年
金
に
つ
い
て
、
今
一
度
考
え
て
み

て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

な
お
、
国
民
年
金
に
つ
い
て
の
お

問
い
合
わ
せ
は
、
役
場
の
国
民
年
金

係
、
ま
た
は
最
寄
り
の
社
会
保
険
事

務
所
に
お
尋
ね
下
さ
い
。

、、

、、
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税
務
だ
よ
り

年
金
と
税

年
金
収
入
は
雑
所
得

国
民
年
金
・
厚
生
年
金
な
ど
の
公

的
年
金
や
生
命
保
険
な
ど
の
私
的
年

金
を
受
け
取
っ
た
と
き
に
は
雑
所
得

と
し
て
所
得
税
・

住
民
税
が
か
か
り

ま
す
。

〈
公
的
年
金
等
と
は
〉

①
国
民
年
金
法
、
厚
生
年
金
法
、
国

家
公
務
員
等
共
済
組
合
法
な
ど
の

法
律
の
規
定
に
基
づ
く
年
金

②
恩
給
(
一
時
思
給
を
除
き
ま
す
。
)

や
過
去
の
勤
務
に
基
づ
き
使
用
者

で
あ
っ
た
者
か
ら
支
給
さ
れ
る
年

金の
[公的年金等]

公的年金等 公的年金 ー 雑所得
の収入金額 等控除額 ーの金額

公的年金等控除額の算出方法は、受給者の年齢
が65歳以上か否かで異なり、次の表のとおりにな
っています。
〈公的年金等控除額〉

・ 65歳未満の人
公的年金等の収入金額

1 30万円以-f

1 30万円超410万円以 ド
4 1 0 万円超820万円以下

770万円超

算計;'8 

T守所雑

③
適
格
退
職
年
金
契
約
に
基
づ
い
て

支
給
を
受
け
る
年
金

〈
私
的
年
金
と
は
〉

①
生
命
保
険
契
約
又
は
生
命
共
済
に

関
す
る
契
約
に
基
づ
く
年
金

②
退
職
金
共
済
、
退
職
年
金
契
約
に

基
づ
く
年
金

な
ど
が
あ
り
ま
す
。

年
金
収
入
と
確
定
申
告

一
定
の
金
額
を
超
え
る
公
的
年
金

等
や
私
的
年
金
を
受
け
取
る
と
は
、

所
得
税
が
源
泉
徴
収
さ
れ
て
い
ま
す

の
で
、
確
定
申
告
で
精
算
す
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

公的年金等控除額

70)j円

年金収入 X25%+ 37.5万円
年金収入 XI5%+ 78.5万円

年金収入 X5%+155.5万円

-65歳以上の人

公的年金等の収入金額 11 公的年金等控除額

260万円以下 I I 140万円

260万円超460万円以下"年金収入 X25%+ 75万円
460万円超820万円以 F II 年金収入 X15% + 12 1万円

820万円超 "年金収入 X 5 %+ 203 万円
(i主)65歳未満かどうかは、その年の12 月 31 日の年齢によります。

森林国営保険について
この保険事業は、森林国営保険法に基づき国(及

ぴ県)が実施しています。保険に加入していると、

火災などにより森林に災害が発生した場合、国がそ

の損害を補 L 、ます。

保険金額及び保険料は、樹種、林齢等により細か

く定められています。

※詳しくは、森林組合または県地方局の林業課に

お問い合わせ下さい。

*スギ ・ヒ ノキの場合 (ha当たり)

契約時 保険金額 保険料金 (円)

林齢 (万円) 1 年分 5 年分

1 年生 57 2 ,565 14 ,877 

6 年生 117 5 , 265 24 ,499 

11年生 149 6 , 705 28 , 514 

16年生 162 7 , 290 32 , 261 

21年生 194 4 ,656 19 , 206 

26年生 245 5 ,880 24 , 255 

31年生 315 7 ,560 31 , 185 

く計算例〉

67歳で、公的年金等の収入金額が320万円あると
すると、雑所得の金額は、
320万円一 (320万円 X25%+75万円) == 165万円

(必要経費)

保険料又は掛
私的年金のー金の総額
収入金額 一年金の支払い

総額(見込み額)

[私的年金]
(収入金額)

私的年金の
収入金額
+ 

剰余金や割
戻金

=雑所得の金額

10 月 1 日 ~10 月 31 日

高年齢者雇用促進月間
“いま 60、拡げる雇用は65 歳"

0高年齢者の雇用について、事業主の方々の一層の
御理解と御協力をお願L 、します。

0 各種の高年齢者雇用助成制度があります。ぜひ、

御利用ください。

高年齢者の雇用の御相談は・ ・・ー・ ・

ハローワーク松山 (松山公共職業安定所)
電話 (0899) 32-1010 内線41番

東
温
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

交
通
茶
屋
開
設

秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動
期
間
中

の
九
月
二
十
八
日
、
牛
測
の
国
道
十

一
号
線
で
交
通
茶
屋
が
開
設
さ
れ
ま

し
た
。

こ
の
交
通
茶
屋
は
、
東
温
ラ
イ
オ

ン
ズ
ク
ラ
ブ
が
、
国
立
療
養
所
愛
媛

病
院
付
属
看
護
学
校
、
重
信
町
婦
人

会
等
の
協
力
を
得
て
毎
年
行
っ
て
い

る
も
の
で
、
今
回
は
和
田
治
樹
町
長

も
参
加
し
て
、
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
着
用

の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
と
ジ
ュ
ー
ス
や
タ

オ
ル
を
ド
ラ
イ
バ
ー

に
配
布
し
、
安

全
運
転
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。



三
歳
児
健
康
診
査
の
お
知
ら
せ

「

三
つ
子
の
魂
百
ま
で
」

の
こ
と

わ
ざ
の
よ
う
に
、
こ
の
頃
ま
で
に
で

き
た
性
質
は
成
人
に
な
っ
て
か
ら
で

も
変
わ
ら
な
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す

。

そ
の

三
歳
児
の
特
徴
は
、
「

自
我

が
芽
生
え
、
第

一
次
の
反
抗
期
が
始

ま
る
日

「

社
会
性
が
芽
生
え
、
け
ん

か
も
す
る
よ
う
に
な
る
日

「
身
の
回

り
の

、

」
と
が
自
分
で
ほ
と
ん
ど
で
き

る
よ
う
に
な
る

U
な
ど
、
い
ろ
い
ろ

な
面
で
成
長
が
目
覚
し
く
な
っ
て
き

ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、

心
身
と
も
に
発
育

し
、
発
達
す
る
大
切
な
節
目
に
、

三

歳
児
健
康
診
査
を
実
施
し
ま
す
。

対
象
の
お
子
さ
ん
は
、
ぜ
ひ
受
診

し
て
下
さ
い
。

ぷ、の~f' し幸良広 (6) 

て

9 月に実施しました胃がん検診を、都合で受診さ

れなかった人や、今年未受診の人は、下記のとおり

胃がん検診を実施しますので受診して下さい。

ついがん検診にE覈 
同

40才以上の住民

(今年胃がん検診を受けた人は除く)

11 月 9 日 (月) ・ 10 日 (火)・ 11 日 (水)

象対

〈
対
象
〉

平
成
元
年
七
月

一
日

1

平
成
元

年
九
月
三
十
日
生
ま
れ
の
者

〈
日
時
〉

平
成
四
年
十
一
月

二
十
七
日
幽

午
後

一
時
1

二
時

〈
場
所
〉

町
民
会
館

〈
持
参
品
〉

・

母
子
手
帳
・
ア
ン
ケ
ー
ト

・

歯
ブ
ラ
シ
(
念
の
た
め
御
持

参
下
さ
い
。
)

〈
健
康
診
査
内
容
〉

①
身
体
計
測

②
問
診
・

発
達
相
談

③
内
科
診
察
・
歯
科
診
察

④
栄
養

・

歯
科
相
談

母親学級開催について
妊娠・出産・育児は女性にとって大きな喜びであ
り、誰もが元気な赤ちゃんを産み育てたいと、 心か
ら願っていることでしょう。そして、母親となる喜
びだけではなく、不安を感じることも多いのではな
いでしょうか。
そこで、妊娠 ・ 出産 ・ 育児に関する正しい知識を

持ち、妊娠中を快適に過せるように、母親学級を開

催します。
座談合などを通して、楽しい仲間づくりの場とし
ても利用して下さい。 一人であれこれ思うよりも、
みんなで話し合ってみませんか。
多数のご参加をお待ちしています。
対象 妊娠
場所 町民会館

料金 無料
申し込み方法 電話にて、保健婦まで事前に申 し込

んで下さい。 (ft64-2001 内線311 .312) 
※ 申し込みをされた方には、折り返し詳しい案内
状を送付します。
日時及びその内容

程

午前 8 時40分~午前10時

町民会館

本人負担 500円

(町負担 3 ， 200円)

受診できない人

①胃の病気で治療中の人

②胃の手術を受けた人

③妊娠中の人

※①②の人は、かかりつけの病院で定期検

診を受けて下さい。

申し込み方法

保健婦まで直接申し込んで‘下さい。

宮64-2001 (内線311 、 312) 申し込みを

された方には検診が近つ、きましたら、問

診票等を送付します。

約 1 ヶ月後、受診者全員に通知します。

受付時間

場所

料金

検診結果

日

回数 日 H寺 |村 円骨ヤ f日 当

11 月 18 日 ~J<) (講義) 産婦人科

午後 2 時~
妊娠の生理、お産の経過、 医師
妊娠中におこりやすい病気

3 時30分 座談会(お産の実際) 保健婦

11 月 24 日凶 (講義・実技)

2 午後 2 時一
妊娠中の日常生活のあり方

保健婦
日乎U及法

3 時30分 妊婦体操

12月 2 日 ~J<) (講義 ・ 実技)

3 午後 2 時一
I木i谷 保健婦
お産の準備用号

3 時30分 母と子の関わり方

12月 9 目 。1Q (講義 ・ 調理実習) 栄養士
4 午前10時~ 妊産婦の栄養

保健婦12ß寺30壬テ 試食及び反省会

子宮けいがん・乳がん検診のご案内

6 月から 7月にかけて実施しました子宮けし、がん ・
礼がん検診を、都合で受診されなかった人や、今年
未受診の人は下記のとおり子宮けいがん ・ 礼がん検
診を実施しますので受診して下さい。

対 象 30才以上の女性
(今年子宮けし、がん ・ 乳がん検診を受け
た人は除く)
11 月 13 日 後)
午後 l 時-2 時

町民会館
- 子宮けいがん検診

本人負担 400円
(町負担 2 ， 670円)

. 手しがん検診
本人負担

. 健康調査票

・パスタオル(手しがん検診を受ける方の
み)

申し込み方法
保健婦まで直接申し込んで、下きい。

ft64ー 2001 (内線311 、 312) 申し込みを
された人には、検診が近づきましたら、
問診票等を送付します。
約 1 ヶ月後、受診者全員に通知します。

日程

受付時間
場所

料金

100円

持参品

検診結果
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平
成
四
年
度
住
民
結
核
検
診

二
次
検
診
の
ご
案
内

七
月
に
実
施
し
ま
し
た
、
住
民
結

核
検
診
を
、
都
合
で
受
診
さ
れ
な
か

っ
た
方
は
、
下
記
の
日
程
で
、
住
民

結
核
検
診
・

二
次
検
診
を
行

い
ま
す

の
で
受
診
し
て
下
さ
い
。

平成4年度住民結核検診・二次検診日程表

月 日 受付時間 士碁 所

9:00-9: 10 上林公民館

9:30-9 :50 下林集会所 l

11 月 16 日 10:30-11 :20 問I 民会館

(月) 13:20-13:30 南野田集荷場

14:00-14:30 南吉井小体育館

15 : 10 -16 : 00 北吉井小体育館

健康づくり料理講習会
r 1 日 30 品目を目標に」

健康な体を維持するためには、バランスのとれた

食生活を心がけることが大切です。そのためには、

l 日 30品 目 以上の食品を食卓にのせることも一つの

方法です。
r 1 EI30品目を目標に」 というテーマで健康づく

り料理講習会を下記の通り開催します。
皆さんおさそいあわせの上、おこし下さい。

対象 住民

料金無料
健康手帳(タッパ一、

利です)

希望者には血圧測定を行います。

麻
薬
・
覚
せ
い
剤
禍

撲
滅
運
動

十
月
一
日
(
J

十
一
月
三
十
日

麻
薬
、
覚
せ
い
剤
、
向
精
神
薬
、

シ
ン
ナ
ー
等
の
乱
用
は
、
乱
用
者
個

人
の
心
身
を

害
す
る
ば
か
り
で
な
く
、

各
種
の
犯
罪
を
増
加
さ
せ
、
公
共
の

福
祉
に
計
り
知
れ
な
い
危
害
を
も
た

ら
す
も
の
で
あ
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
麻
薬

・

党
せ
い
剤
等
の

恐
ろ
し
き
に
関
す
る
認
識
を
深
め
る

と
共
に
、
密
売
や
乱
用
の
話
を
聞
い

た
と
き
は
、
勇
気
を
出
し
て
警
察
や

保
健
所
へ
知
ら
せ
ま
し
ょ
う
。

エプロンがあれば便持参品青年海外協力隊
募集説明会開催のお知らせ

その他

(月)

主F

-栄養士の，;司
「〆ぐランスのとれ

た食事について J

. 保健婦の話
「日常の健康管理

について」

・調理実習、試食

l人l場所

樋 1，]公民館

1l~1 Hli 11寺t111

10: 00-

12 : 30 

受付 1I~i'lUJ

9: :30-

10: 00 

11 月 2 日

1
 
1
 
f
 

11 / 17(火) 愛媛県国際交流センター 松山市明の内8番地

11/16(刷新居浜市民福祉会館新居浜市繁本1ST 8 -65 

時間 18: 00-21 : 00 

問い合わせ先

国際協力事業団四国支部 包0878-33-0901

愛媛県悶際交流課 fi0899-43-1207 

-
六
つ
の
基
礎
食
品

• 

の
供
給
源
と
な
る
ほ
か
、

ビ
タ
ミ
ン

C

の
供
給
源
と
し
て
も

大
き
な
役
割
を
占
め
て
い
ま
す
。

原
則
と
し
て
百
g

中
に
カ
ロ
チ
ン

を
六
百
月
以
上
含
ん
で
い
ま
す

0

0
第
四
類

「

そ
の
他
の
野
菜
、
果

物
」主

と
し
て
ビ
タ
ミ
ン
C

の
供
給

源
と
な
り
ま
す
。

〈
〉
第
五
類
「
米
、
パ
ン
、
め
ん
、

い
J
U
」

糖
質
性
子
ネ
ル
ギ
l

源
と
な
る

食
品
で
、
砂
糖
類
、
菓
子
類
も
含

ま
れ
ま
す
。

。
第
六
類

「
油
脂
」

脂
肪
性
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
と
な
る

食
品
で
、
植
物
油
、
動
物
脂
の
ほ

か
、
マ
ヨ
ネ
ー
ズ
な
ど
も
含
ま
れ

。
国
民
の
栄
養
知
識
の
向
上
を
図

る
た
め
の
栄
養
教
育
の
教
材
と
し

て
、
昭
和
二
十
三
年
厚
生
省
か
ら

示
さ
れ
た
も
の
(
昭
和
五
十
六
年

一
部
改
正
)
で
、
栄
養
成
分
の
類

似
し
て
い
る
食
品
を

一
つ
の
グ
ル

ン

A
)

ー

プ
に
と
り
ま
と
め
、
全

体
と
し

て
次
の
六
つ
の
群
に
分
類
し
、
各

群
か
ら
も
れ
な
く
摂
取
す
る
こ
と

に
よ
り
、
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
栄

養
素
の
隈
取
が
で
き
ま
す
。

。
第

一
類
「

魚
・

肉
・
卯
・
大
豆
L

主
と
し
て
良
質
た
ん
白
質
の
供

給
源
と
な
り
、
毎
日
の
食
事
で
主

菜
と
な
る
も
の
で
す
。
ま
た
、
副

次
的
に
脂
肪
、
カ
ル
シ
ウ
ム
、
鉄
、

ビ
タ
ミ
ン

A

、
弘
、
島
な
ど
の
供

給
源
と
も
な
っ
て
い
ま
す
。

。
第
二
類
「

牛
乳
、
礼
製
品
、
骨

ご
と
食
べ
ら
れ
る
魚
」
\
什
/
(
ミ

主
と
し
て
カ
ル
シ
ウ
ム
の
供
給
へ

いM
J
ぺ

源
と
な
る
も
の
で
、
そ
の
ほ
か
、
一
わfL

良
質
た
ん
臼
質
ビ
タ
ミ
ン
会
乙
r
\
V

供
給
源
と
な
り
ま
す
。

\
l
ノ
問

。
第
三
類
「
緑
黄
佐
野
菜
」

f
l
f
L

伊

(
ビ
タ
ミ
/
(
\ ま

す
。

主
と
し
て
カ

ロ
チ

ン



(8) ぶ

お
済
み
で
し
ょ
う
か
?

慰
労
品
・
慰
労
金
の
ご
請
求

。
戦
後
強
制
抑
留
さ
れ
た
皆
様
へ

平
和
祈
念
事
業
特
別
基
金
で
は
、

戦
後
、
旧
ソ
連
邦
又
は
モ

ン
ゴ
ル
国

の
地
域
に
お
い
て
強
制
抑
留
さ
れ
た

方
、
ま
た
は
、
そ
の

ご
遺
族
に
内
閣

総
理
大
臣
名
の
慰
労
品
(
書
状
・

銀

杯
)
を
贈
呈
し
て
お
り
ま

す
。
又
、

こ
れ
ら
の
方
々
の
う
ち
年
金
恩
給
や

公
務
員
の
共
済
年
金
な
ど
を
受
給
さ

れ
て
い
な
い
方
に
は
、
慰
労
金
(
十

万
円
)
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

※
請
求
期
限
は
平
成
五
年
三
月

三
十

一
日
ま
で
で
す
。
ま
だ
手
続
き
を
さ

れ
て
い
な
い
方
は
、
役
場
厚
生
課
ま

で
お
こ
し

下
さ
い
。

。
請
求
及
び
お
問
い
合
わ
せ
先

干
山
東
京
都
文
京
区
大
塚
五
の
三

の
十
三

平
和
祈
念
事
業
特
別
基
金

業
務
第
二
課

2
2
1
1
=
一
九
望
|
四
七

口=
了
四七口七

。
請
求
書
類
は

役
場
厚
生
課
に
ご
ざ

い
ま
す
。

のt-Y し報広

犬
の
危
害
防
止
対
策
推
進
月
間

十
月
一
日5
十
月
三
十
一
日

十
月
は
、
犬
の
危
害
防
止
対
策
推

進
月
間
に
な
っ
て
い
ま
す
。
飼
い
犬

に
つ
い
て
は

「
放
さ
な
い

・

捨
て
な

い
・
迷
惑
を
か
け
な
い
」

の
「

飼
い

犬
の
三
な
い
運
動
」

を
推
進
し
て
い

ま
す
。
こ
の
三
な
い
運
動
を
守

っ
て

正
し
く
飼
い
ま
し

ょ
う
。

O

犬
は
放
さ
な
い

。
岐
傷
事
故
の
も
と
に
な
る
犬
の

放
し
飼
い
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

。
犬
の
散
歩
は
く
さ
り
で
つ
な
い

で
し
ま
し
ょ
う
。

O

犬
は
捨
て
な
い

。
捨
て
犬
は
野
犬
の
も
と
で
す
。

責
任
を
持
っ
て
飼
い
ま
し
ょ
う
。

第 3 回児童彫刻アイデア
国際コンクール募集

不
用
犬
は
、
毎
週
月
曜
日
の

午
前
十
時
ま
で
買
い
上
げ
て
い

ま
す
の
で
、
印
鑑
を
持
っ
て
役

場
ま
で
連
れ
て
来
て
下
さ
い
。

け
て
い
ま
す
。

登
録
料
|
|
二
、
一
O
O
円

。
注
射
は
動
物
病
院
で
受
け
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

兵庫県では、県立こどもの館に、世界の子どもたちか
ら募集したアイデアに基づいて彫刻を設置するという
「世界のこ ども彫刻の杜」 の整備をすすめています。今

回は、屋外に設置する彫刻のアイデアを絵で表現 したも
のです。みなさんふるってご応募下さい。
募集作品 屋外に設置する彫刻のアイデアを絵で表現し

たもの
18歳未満の世界の子供(個人又はグループ、
平成 4 年 6 月 1 日現在)
- 大きさは B 4 サイズで画用紙を使用して下
さし、。

- 応募は一人 3 点までで未発表のものに限り
ます。
-応募作品には、 1 点ごとに次の事項を別紙

に書いて添付 して下さい。
・ 作品の題名 ・ 説明 ・氏名・住所 ・ 年齢 ・ 生
年月日 ・ 性別・ TEL ・ 在学校名 ・ 学年

応募の締め切り
平成 5 年 1 月 30 日仕)必着、 郵送に限ります。

審査及び発表
審査平成 5 年 2 月

発表平成 5 年 2 月

※入選者については、本人・ 学校に通知する

とともに記者発表します。
入選10点に表彰楯を贈呈
干671-22 兵庫県姫路市桜山湖畔
兵庫県立こどもの館
兵庫県

厚生省他
応募作品は返却しません。

応募作品の著作権は、主催者に帰属します。
お問い合わせ先

役場厚生課

O

犬
に
よ
り
他
人
に
迷
惑
を
か
け
な

E
U
 

O

「
し
つ
け
・

運
動
・

手
入
れ
」

は
飼
い
主
の
責
任
で
す
。

。
散
歩
の
際
に
「

フ
ン
」
を
し
た

時
は
責
任
を
持
っ
て
始
末
し

ま

し
ょ
、
っ
。

け予登
登ま防録生
録し注(後
はよ射犬九
役うをの 十
場。毎鑑一

厚年札司
生ー)以
課 回と妄
で必狂 f
受 ず犬人

は付受病

応募資格

応募方法

表彰

応募先

催
援
他

の

主
後
そ

放し鈎い 17件 (25%)

応
援
し
ま
す
/
仕
事
と
育
児

|

育
児
休
業
法
が

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た

|

十
月
は
「

仕
事
と
育
児
を
考
え
る

月
間
」

で
す
。

女
性
の
職
場
進
出
が
進
む
な
か
、

労
働
者
が
そ
の
能
力
と
経
験
を
生
か

し
つ
つ
、
仕
事
も
家
庭
も
充
実
し
た

生
活
を
営
む
こ
と
が
で
き
る
、
働
き

や
す
い
環
境
づ
く
り
が
重
要
に
な
っ

て
い
ま

す
。

本
年
四
月

一
日
か
ら
「
育
児
休
業

等
に
関
す
る
法
律
」
が
施
行
さ
れ
ま

し
た
。
育
児
休
業
制
度
は
、
労
働
者

が
育
児
の
た
め
に
雇
用
を
中
断
す
る

こ
と
な
く
、
そ
の
能
力
を
有
効
に
発

揮
す
る
こ
と
を
確
保
す
る
た
め
の
制

度
で
す
。
育
児
休
業
法
に
よ
り
、
一

歳
未
満
の
子
を
養
育
す
る
男
女
労
働

者
は
、
そ
の
申
し
出
に
よ
り
育
児
休

業
を
す
る
こ
と
が
で
き
、
事
業
主
は

育
児
休
業
を
理
由
に
解
雇
で
き
な
い

と
さ
れ
て
い
ま
す
。

労
働
者
数
三
十
人
以
下
の
事
業
所

は
、
法
の
適
用
が
三
年
間
猶
予
さ
れ

ま
す
が
、
な
る
べ
く
早
期
の
導
入
が

望
ま
れ
ま
す

。

育
児
休
業
に
関
す
る
お
問
い
合
わ

せ
は
愛
媛
婦
人
少
年
室

(
松山
市
辻

町
二
|

三
六

宮
O
八
九
九
|
ニ
四

|

六
七
七
一

)
へ

内線 254宮64-2001



同

手口

孝女

ョ~
同

ぶ

残
さ
れ
た
差
別

ー
ー
ー
明
治
以
後
|
|

江
戸
時
代
に
つ
く
ら
れ
、
強
め
ら

れ
て
き
た
差
別
は
、
明
治
四
年
八
月
、

「
解
放
令
」
に
よ
っ
て

一
応
制
度
的

に
は
な
く
な
っ
た
の
で
す
。
と
こ
ろ

が
、
そ
の
解
放
令
が
生
か
さ
れ
る
社

会
情
勢
で
は
な
か
っ
た
の
で
依
然
と

し
て
差
別
の
実
態
は
残
っ
て
い
く
こ

と
に
な
り
ま
す
。

の

川
解
放
令
は
出
た
け
れ
ど

明
治
の
新
し
い
時
代
に
な
っ
て
、

近
代
国
家
に
な
る
た
め
の
衣
替
え
が

始
ま
り
ま
す
。

徳
川
幕
府
に
よ
っ
て
固
め
ら
れ
た

「
士
農
工
商
」
と
い
う
身
分
制
度
が

廃
止
さ
れ
一
応
四
民
平
等
の
世
の
中

と
な
り
ま
し
た
。

そ
し
て
、
解
放
令

に
よ
っ
て
江
戸
時
代
の
被
差
別
部
落

の
人
び
と
も

「

平
民
」
同
様
と
さ
れ

た
の
で
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
依
然
と
し
て
華
族
、
士

族
、
平
民
と
い
っ
た
身
分
上
の
格
差

は
存
在
し
ま
し
た
し
、
長
い
差
別
政

策
に
伴
っ
て
定
着
し
て
き
た
差
別
観

念
や
差
別
実
態
は
、
す
ぐ
に
は
改
善

さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

華
族
や
士
族
に
対
し
て
は
保
障
や

特
権
を
認
め
た
の
で
す
が
、
そ
の
他

の
者
に
は
、
差
別
を
な
く
し
て
い
く

た
め
の
経
済
的
な
基
盤
の
確
立
や
教

育
の
状
況
を
整
え
る
と
い
う
こ
と
は

'f' し幸良広(9) 

ほ
と
ん
ど
な
さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

こ
の
こ
と
が
解
放
令
以
後
も
な
お

社
会
的
に
も
経
済
的
に
も
部
落
差
別

が
残
さ
れ
る
原
因
と
な
っ
た
の
で
す
。

間
経
済
的
基
盤
が
確
立
さ
れ
な
い

な
か
で

農
村
は
自
給
自
足
を
中
心
と
し
た

経
済
か
ら
流
通
経
済
へ
と
転
換
し
ま

し
た
。
そ
れ
は
、
地
租
が
物
納
か
ら

金
納
に
な
っ
た
の
で
、
そ
の
影
響
は

大
き
く
、
税
負
担
に
苦
し
む
小
地
主

や
農
民
か
ら
土
地
を
子
離
さ
せ
る
こ

と
と
な
り
ま
し
た
。
土
地
を
持
た
な

い
農
民
た
ち
は
、
今
度
は
小
作
料
に

苦
し
む
こ
と
に
な
る
の
で
す
。

と
り

わ
け
差
別
を
受
け
て
き
た
人
た
ち
は
、

そ
の
影
響
を
大
き
く
受
け
る
ニ
と
と

な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
明
治
政
府
は
殖
産
興
業
を

め
ざ
し
た
か
ら
工
業
が
進
み
、
農
村

か
ら
都
市
へ
低
賃
金
の
労
働
力
を
提

供
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

一
方

で
は
押
し
つ
け
ら
れ
た
も
の
で
は
あ

っ
た
も
の
の

度
革
産
業
ま
で
も
軍
需

の
増
大
等
に
よ
り
大
資
本
の
進
出
に

脅
か
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た

。

こ
の
よ
う
な
産
業
構
造
の
変
化
は

新
生
の
意
気
に
燃
え
た
人
び
と
に
と

っ
て
、
社
会
的
に
も
、
文
化
的
に
も

経
済
的
に
も
社
会
の

「
カ
ベ
」
は
厚

く
社
会
的
進
出
や
経
済
的
自
立
を
図

ろ
う
と
し
て
も
な
か
な
か
門
戸
は
聞

か
れ
な
か
っ
た
の
で
す

。

(3) 

教
育
の
状
況
が
整
え
ら
れ
な
い

な
か
で

明
治
五
年
、
全
国
的
に
教
育
制
度

を
確
立
す
る
た
め
に
「
学
制
」
を
敷

き
、
そ
の
徹
底
を
図
る
こ
と
と
し
ま

し
た
。

と
こ
ろ
が
、
教
育
は
国
民
の
経
済

的
負
担
が
大
き
く
、
そ
の
上
厳
し
い

差
別
の
た
め
に
被
差
別
部
落
の
人
々

は
教
育
を
受
け
る
機
会
に
恵
ま
れ
ま

せ
ん
で
し
た
。
そ

の
た
め
周
辺
地
域

の
人
た
ち
と
非
常
な
格
差
を
生
じ
、

そ
れ
が
人
々
の
生
活
に
大
き
な
影
響

を
及
ぼ
す
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

-
v第
四
国
人
権
講
座

十
一
月
六
日
幽
十
九
時
三
己
分

重
信
町
田
窪

重
信
町
民
会
館
大
ホ
ー
ル

「
く
ら
し
の
中
の
差
別
と
人

権
」

-
1

生
き
が
い
を
み
ん
な
の

も
の
に
|
|

前
花
園
大
学
文
学
部
講
師

奈
良
県
同
和
教
育
講
師
団
講

師
川
内
俊
彦
先
生

場日
所時

演
題

講
師

日

-
特
設
人
権
相
談
所

時

平
成
四
年
十
月
十
五
日
附

自
午
後
十
時

至

午
後
三
時

重
信
町
役
場

法
務
局
人
権
擁
護
係
長

人
権
擁
護
委
員

前
聞
、
岩
本
、
小
網
、
池
田

場
所

出
席
者

郵政省では、毎年10月を「郵便貯金月間」と定め、郵便

貯金が手軽で、確実な貯蓄手段として、みなさまの毎日の暮

らしの安定のために、また、郵便貯金として 、 集められた資
金が身近でお役に立っていることについて広〈国民のみな

さまに御理解いただくための PR活動を展開しています。

この期間中には、小学生を対象とした「私のアイデア貯

金箱コンクール」の入賞発表を行うほか、各郵政局や全国
各地の郵便局などにおいて、郵便貯金お客さま感謝の夕べ、

スポーツ大会、グリ ー ン(フラワー)キャンペーン、絵画・

書道などの各種コンク ール、料理教室などいろいろな催し

物を実施することにしています。

郵便貯金は、創業以来身近な貯蓄手段として御利用いた

だき、健全な資産形成に寄与しています。

また、みなさまからお預かりした大切なお金は、国の財
政投融資の主婆な原資として、園、地方公共団体、公庫、

公団など各方面に融資され、みなさまの暮らしに関係の深
い、住宅や学校の建設、道路、水道、公闘、ゴミ処理場な

ど生活環境整備のために活用され、身近なところで“豊か
な社会づくり"に役立っています。
今後とも、郵便貯金に対するみなさまの一層の御理解と

御支援をお願L 、します。

間
(郵政省)

月金員宇便重B最低賃金改正のお知らせ
イ 愛媛労働基準局では、県内で働くすべての労働者に適用
される「愛媛県最低賃金」を改正し 10 月 1 日から実施する

こととしました。

ロ この改正により 10月 1 日以降従業員に支払う賃金は、 1 日

4 ， 152円(1時間 520円)以上としなければなりません。
詳 細等のお問い合わせ先

愛媛労働基準局 賃金課(合0899-25 - 210 1)

又は、最寄りの労働基準監督署
松山労働基準監督署(宮0899-25 - 5811)

守ってますか社会のルール 入ってますか労働保険

10 月は労働保険適用促進月間
労働省では、 10月を労働保険適用促進月間と定め、全国的

に労働保険(労災保険 ・ 雇用保険)の未加入事業所の解消に

努めています。

加入していない事業主の方は、お早めに手続きをしてくだ
さし、。

労働保険についてのご相談・お問い合わせは

松山労働基準監督署 ft0899 -25 -5811 

松山公共職業安定所 ft0899 -32 -1010 
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〈第28固重信町文化祭) I!OT
期日 10月 31 日出前夜祭・ 11 月 1 日(日)・ 2 日(月)・ 3 日ω t 日 ωr~rカザ品ルス合L奏) 団J
会場 町民会館・町民会館前広場・図書館 (土)

930 10 11 12 2 3 4 5 6 7 8 9 

1 1 ト開会式→ をーー 3日t 楽 祭→ ト子 供映画会→ ト歌謡大会→

月 セレモニー 南吉井小金管バンド デ ィ ズニー名作集
塁泊王二ョ画面*. 0) 三ノ三Z リ ン カー ン物語

日
愛媛の太鼓 愛大医学部グリークラブ

← 俳句大会→
子供ダンス 少年少女合唱団

(日) 重信コーラス 他 ← 短歌大会 →

10 11 12 2 3 30 4 30 5 6 7 8 30 

1 1 ‘一ー 国 際 引ニ人で i五 ひ ろ lま 一→ うみ ・ そら ・ さんごのいいったえ

月 ←国際交流 →←郷土料理 ト パネルディスカ ッ ショ ン • ト第 l 回目 寸 ト第 2 回目
地域を越えた国際交流2 

日
(月)

お茶・書道 ・ 外国料理 伽映画を観姶)|椎名
折り紙等 試食会→ 講師井門義男 先生

バ平 リ スト 7 1. エル .1(プ リン 牧秀宣

←川柳大会→ ルース Cパー ジン 森正史

10 11 12 l 2 3 

コ七位エt 青色 l口入 同 発 表

舞踊 ・ 民謡 ・ 吟実IJ詩舞・社交ダンス ・モ ダンダンス

歩行ラリー→|

4 

ぷ2〉ス、

誠監督
作品

5 6 

美術展出品要項 事業内容のご案内
出品種別 -水墨画 額

-絵画 傾又は軸表装

-書道 全紙以下で額又は軸

-写真 四つ切り以上

-手芸 ・ 陶芸・彫塑 室内展示のできるも

グ〉

・ 児童生徒作品については、各小・中学

校ごとに募集

・華道 町内華道社中を通じ

て募集

出品資格 町内在住者及び出身者

町内勤務者及び通学者

出品数 一人 l 部門 2 点以内

出品料無料。一般(高校生)は無審査とする 。

出品申し込み 10月 15 自治)迄に。 町民会館に備えて

ある申込書を、文化協会事務局(町民会

館)へ提出する 。

作品搬入 (期日厳守)

10月初日(月)-10月 29 日制

展示作業 10月 30 日働 8 : 30-21 : 00 

作品搬出 (期日厳守)

11 月 4 日 (水) 8: 30 -21 : 00 

その他 不可抗力による損害については、 主催者

は責任を負わない。

事業の名称・期間・実施場所 ・ 内容

第28四 重信町文化祭
目 前夜祭 10 月 31 日比)
H寺 11 月 1 日(日)ー 3 日(刈
場所 IIIT民会館・図書館・他

一・事 業 計 l直1'"
[展示部門】

会美術展
油彩・水彩 ・ 水墨画 ・ 書道 ・ 写真・陶芸 ・
手工芸

会児童生徒作品展
絵画・ 工作・ 書道 ・ 短詩

食華道
食山草展

女郵便局切手展
会米消費拡大 PRパネル展

宵国民年金展

[芸能部門]
カ芸能合同発表会
会音楽祭(コンサー卜 前夜祭)
食名作映画祭
[文芸部門】

食俳句・短歌・川柳
【囲碁将棋部門】

食コーナーを設けております。
[" ，ザ一部門】

-{(郷土料理・外国料理試食コーナ一
台お茶会
会国際交流ひろば
公各種団体ノ〈ザー

商工会 ・ 森林組合 ・ 青年団 ・ 婦人会・ラ
イオンズクラブ-他

[相談コーナー】
宵県民健康ひろば(松山中央保健所)

共催者名
協賛者名

(共催)

重信 町

重信回]教

育委員会

(協賛)

商工会

森林組合

J A 重信

ライオン
ズクラフ'

青年団

郵便局

婦人団f本

連絡協議
メ包
:z:; 

愛媛県一久

化振興財
団

松山中央
保健所

その T也
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「うみ・そら・さんごのいいったえ」
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重信町文化祭前夜祭コンサート

上田真ニと
カザルス弦楽五重奏団

『珠玉の名曲をあなたに』
と き: 10月 31 日 (土) 午後 7 時開演

ところ:重信町町民会館大ホール

入場料(小学生以上)￥ 1 ， 500
プログラム

I~ ヮ，、

モーツアルト

チャイコフスキー

ンユトラウス

弦楽五重奏

.G 線上のアリア

.セ レナー ド 第13番 k.525

"アイヰ ・ クライネ ・ ナハトムジー ク"

.アンダンテ カンタービレ

.美しき膏きドナウ

.愛媛・久万地方民謡

ピアノ五重奏

•• 

とき

11 月 2 日(月)
第1 回目
午後4時30分~6時00分
第2回目
午後7時00分~8時30分

ところ

重信町民会館
2階大ホール

入場料

200円
(小学生以上)

重信町貌と子の
良い映画を観る会
プレンティ重信

重信町教育委員会
重信町文化協会

共催

後鍍 三坂馬子唄

シュ ーベル ト

共済

後援

重信おやこ劇場 (ft64 ー 7188) ・ プレンティしげのぶ

重信町教育委員会 ・ 重信町文化協会

バザー案内
11 月 1 日 (日)

11 月 3 日以)文化の日

団 {本 名 期 日 ・ 期間 出店内容等

11 月 1 日(日) タオル ・ 洗剤等日用品

重信町商工会
10 : 30- 13: 00- 雑貨品山積み即売会

11 月 3 日(刈 おなじみの焼そば・う

10 : 30- 13: 00- どん屋台

重信回I 森林組合
11 月 1 日(日) しいたけ・ぜんま い ・

10 : 30- 13: 00- 木製品・刃物

東温ライオンズクラブ
11 月 1 日 鉢植えの花・日用雑貨

10 : 30- 13: 00- ロEロZ 

重信町青年間
11 月 1 日(日)

漬物ほか
10 : 30- 13: 00-

重信町文 化協会 11 月 1 日(日) 手作りクッキー ・ ケー

(おやこ劇場) 10: 30 のみ キ・喫茶コーナー

重信町生活改善

グ /レ ブ 11 月 1 日(日)

10 : 30- 13: 00-
野菜・漬物 ・ 餅

上林 ・ 新村青空市

たけのこ(下林) 11 月 3 日伏)
味噌・蒸しパン等

おたまじゃ く し(上村) 10 : 30- 13: 00-

11 月 1 日(日)
痢り出し市

重信町婦人会
10 : 30- 13: 00-

11 月 3 日伏)
うどん等

10:30- 13:00-

俳句・短歌・川柳大会応募・開催要項
葉書に住所・氏名・電話番号を明記し 10月 15 日樹

必着で下記へ。

干791-02

重信町大字国窪2370

重信町.民会館内 「重信jUr文化協会事務局」

一一 俳句大会開催要項 一一

開催期日 11 月 1 日(日) 13時00分一 15時30分

選 者野田瑠璃子先生

応募数 一人当季雑詠 3 句で未発表作品に限る 。
官百 考 当日の席題は、一人嘱目 2 句以内で未発

表作品に限る。

当日投句の締め切りは、 13時。

ー一一 短歌大会開催要項

開催期日 11 月 1 日(日) 13時00分一 15時00分

選 者武市公子 先生

応募数一人当季雑詠 3 句で未発表作品に限る。

一一 川柳大会開催要項 一一

開催期日 11 月 2 日(月) 10時00分 -12時00分

選 者上岡紀久子先生

宿 題 「ハガキ J rお金J r粘り」 の 3 題のそ

れぞれに 2 句を投句する。

備 考 当日の席題は、一人 2 旬以内で未発表作

品に限る。

当日の投句の締め切りは、 13時。

菊
花
展
出
品
募
集

重
信
町
文
化
祭
に
お
い
て
、
菊
花

展
を
開
催
す
る
に
あ
た
り
、
次
の
と

お
り
出
品
を
募
集
い
た
し
ま
す
の
で
、

多
数
ご
応
募
下
さ
い
。

主
催

重
信
町
中
央
公
民
館

期
日
十

一
月
一
日
間
1

三
日

ω

搬
入
日
十
月

三
十
一
日
出

(
出
口
問
者
が
搬
入
)

場
所
町
民
会
館
ロ
ビ
ー

内
容

大
輪
菊
、
け
ん
が
い
菊
、

盆
栽
菊
、
切
花
菊
等

賞
町
長
賞
そ

の
他
多
数

申
し
込
み
先

十
月
二
十
七
日
ω
ま

で
に
、
社
会
教
育
課
へ

合
六
回
l

一
五
O
O
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成
人
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

男
子
横
河
原
が
四
年
連
続

女
子
田
窪
が
二
年
連
続
優
勝

二
十
八
回
目
を
迎
え
た
重
信
町
成

人
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
が
八
月

二
十

三
日
重
信
中
学
校
体
育
館
他
で
開
催

さ
れ
ま
し
た

。

j~' の'f' し幸良

第 3 回県民健康(石鎚道後)
マラソン大会参加者募集

広

日時

種別

男
子
二
十
一
分
館
、
女
子
二
十
分

館
が
参
加
し
、
実
力
伯
仲
の
熱
戦
が

く
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

上
位
の
成
績
は
次
の
と
お
り
で
す
。

回二百
優勝
機河原分館

準優勝
志津川分館

第 3 位
上林分自官

巨ご百
優勝
凶窪分館

準優勝
牛測分館

第 3 位
八反地分館

横河原チーム優勝

(高校生以仁)

(高校生以上)

田窪チーム

~重信町バドミントン大会
のお知らせ~

(第13回重信町ダブルス選手権大会)

優勝

リーグ戦で行

重信町バドミン ト ン協会

平成 4年 11 月 15 日 (日) 午前 9 時~

重信町 トレーニ ングセンター

ダブルス個人戦( 1 部、 2 部、 3 部、 4 部)

(1) 重信町に住所または勤務先を有するもの

及ぴ重信町バドミントン協会が特に参加を

認めた者。

(2) クラス分けは原則として次のとおりとす

るが、最終的には、過去の実績等を参考に

重信町バドミン ト ン協会が決定する。

. 1 音11 不問

・ 2 昔日 経験年数 5 年未満の者0

・ 3 部経験年数 3 年未満の者。

• 4 部経験年数 l 年未満の者、 60才以

上の者、小学生。

(1) 試合方法は、原則として、

7 。

(2) 組み合わせは、重信町・バドミン ト ン協会

が決定する。

(3) 上位入賞者には、褒章を授与する。

1 チーム 500円。(高校生以下は無料)

別紙申込書により 、 11 月 10 日(刈までに次へ申

し込むこと。

・ 重信町教育委員会(重信町田窪 含64-1500) 

・ 白石卓夫(重信町上村889-3 fi64 -3572) 

・伊藤一博(重信阿見奈良 1 545-1 fi64-9869) 

・ 菅能 克(重信町上林2528 fi64 -5912) 

主催

日時

場所

種目

クラス

及び資格

申 持 募 場 日 主
し 衆"" 集 所 時 {峯 車社込 ラ 品 先 人| 重 午後 十一 重

会み ケ 着 員 信 球
教先 ツ ~IJ 七月 IHJ 

参教ョ同!:!< イー 時毎 卓
合課 五 レ 三 週 球 加室回』

:;/ 名 十土 t弘ノ、

四 ユ 分曜 ~ コミ 者
ン 1 日

募ズ グ 九(
五 セ 時四 集。 ン ま回
。 タ で)

4司

令す

参加料

申し込み

11 月 15 日 (日)

10時30分~
場所(スタート地点)

愛媛県総合運動公園

3km コース

小学生の部 (男子・女子)

中学生の部 (男子 ・ 女子)

ファミ リーの部

5km コース

中学生の郎 (男子 )

一般の部(高校生以上)

10km コース

ー ー般男子

一般女子

参加申し込み
町民会館に申込書がありますので、

希望者は取りにきて下さし、。また当日

の申し込み可。

主催 愛媛スポーツ ・レ ク リ ェーション祭

実行委員会

内

リー ー *
新刊図書のご案内
〈哲学・歴史> 0夢と昔話の深層心理一 ii，r合 JI'\ Æ住 0 前i列がない
からやってみようー糸川英夫 0 ロー7人の物謝1)一極野七午 0
私の愛する憩いの地一兼日iかおるく社会科学> 0 よみがえるロ
シア -Ii木寛之 o J!ít\ と炎と(第 2 部)ー堺原太， ー 0心にのこる

お母さん 平井信義〈医学> 0 エイズのことがよくわかる本一
リン ・ s . ベ イカー 0 エイズは恐くない?一波辺』住三 〈技術・
工業> 0プルトニウム物訴 松岡迎。電力危機を考える 一 大久
保敏夫〈芸術> o ll{lJ見日本の人形史一 山出徳兵衛0浮世絵大系
-f主総茂樹〈文学> o I'i/1璃を凡たひと一伊集院静o :ì占ーぴた j軒家
一北方謙三 ..... 他

〔読書感想文の募集〕
-主催 =重信IIIJ 教育委員会
・応募資格=町内在住の小 ・ '1" ・高校'jで及び 一般
・応募用紙等 =400字詰!原稿聞紙 5 枚以内、 ー 人 l 点とする 。
.提出期限=平成 4 年 1 0 月 23FI ({!B 
・提出先= 重信町立医1 111 館(小・中宇佐は学校でまとめて提出
する 。 )

.入選

小学生の部入選 8 点 {佳土{作十l叩0.'.1，1:,1: t 
i中|ド:J ~学当学左 J午Eの昔部rl 入j選茎 3 点 佳{作作1乍" 4ι.' 
• .府拘般生の音剖部11 人選 2 点 f任量 f作作1乍~ .g街: 一1I 
審資は選考委員が行い、入選作品は重信111 ] 文化祭に発表し、

記念品を贈る。

館だよ重量
Eヨ* -- - 図
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講習会(中級)経理事務

就業を希望する女性

経理事務(商業簿記 2 級)

11 月 16 日(月)- 1 月 25 日(月)までの聞の 21 日

象

目

対

科

〔但し、年末年始12月 22 日U<J- 1 月 10 日附

及び土曜、日曜、祝日を除く〕

毎日 9 時30分-15時30分まで

松山市山越町450番地

愛媛県女性職業センター

30名

無料(教材費一部自己負担)

愛媛県女性職業センター

10月 30 日(剣

印鑑持参の上、松山市山越町450番地

愛媛県女性職業センター (H23-220 1 ) へ

申し込んで、下さい。

時日

場

{国

疋;貝

受講料

主催

申込締切

申込方法

A
S
A
 

調
停
相
談
会
開
催
の

お
知
ら
せ

愛
媛
調
停
協
会
連
合
会

当

協
会
で
は
、
こ
の
度
、
松
山
地

方
裁
判
所
、
松
山
家
庭
裁
判
所
、
愛

媛
弁
護
士
会
の
御
協
力
を
得
て
、
交

通
事
故
、
宅
地
建
物
、
農
地
、
金
銭

関
係
又
は
離
婚

、

遺
産
相
続
等
で
ご

た
ご
た
し
た
り
、
い
ざ
こ
ざ
が
あ

っ

た
り
し
て
悩
ん
で
お
ら
れ
る
方
々
の

た
め
に
、
こ
の
よ
う
な
場
合
の
解
決

方
法
や
法
律
、
手
続
き
の
仕
方
等
に

つ
い
て
、
左
記
に
よ
り
相
談
に
応
じ

る
こ
と
と
致
し
ま
し
た
。

こ
の
相
談
は
、
無
料
で
す
し
、
秘

密
は
厳
守
し
ま
す
か
ら
、
お
気
軽
に

ご
来
所
下
き
い
。

日
時

平
成
四
年
十

一
月
十
五
日
間

午
前
十
時
か
ら

午
後
四
時
ま
で

株
式
会
社
い
よ
て
っ
そ
ご
う

七
階
(
特
別
食
堂
)

場
所合w

@
@
@

重
信
町
社
会
福
祉
協
議
会
に
次
の

方
か
ら
金

一
封
を
寄
付
下
さ
い
ま
し

た大藤大牧

西岡西

昭
生
英
男

昭
一通

北牛樋横
野河
田淵日原

ささささ
んんんん

ザ
・
苦
情

な
ぜ
。
N
0
0

と
言
え
な
い
の
?

強
引
で
執
劫
な
電
話
勧
誘
に
屈
す

る
消
費
者

士
商
法
や
電
話
勧
誘
に
よ
る
資
格

取
得
講
座
の
契
約
ト
ラ
ブ
ル
が
相
変

わ
ら
ず
多
く
み
ら
れ
ま
す
。

こ
れ
ら
の
ト
ラ

ブ
ル
は
、
最
初
の

勧
誘
時
に
、
明
確
に
、
そ
し
て
断
固

た
る
態
度
で
意
思
表
示
を
す
れ
ば

一

0
0
%
防
げ
る
も
の
で
す
。

(
事
例
紹
介
)

職
場
に
頻
繁
に
電
話
が
か
か
り
、

行
政
書
士
の
資
格
が
今
な
ら
受
講
す

る
だ
け
で
簡
単
に
取
れ
る
、
将
来
有

望
な
資
格
で
あ
る
な
ど
と
、
長
々
と

説
明
さ
れ
た
。
話
の
内
容
が
よ
く
わ

か
ら
な
か

っ

た
が
、
仕
事
中
で
あ

っ

た
の
で
取
り
敢
え
ず
承
諾
し
た

。

翌

日
、
契
約
書
が
届
い
た
の
で

、

断
り

の
電
話
を
し
た
が
、
既
に
決
定
し
、

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
に
登
録
し
た
の
で

取
り
消
せ
な
い
と
言
っ

て
応
じ
て
く

れ
な
い

。

ど
う
し
た
ら
い
い
か

。

契
約
金
額
:
二
十
八
万
八
千
円

被
害
者
:
:
:
二
十
九
歳
、
男
性

(
相
談
処
理
結
果
)

契
約
条
件
で
あ
る
ク
レ
ジ

ッ
ト

契

約
の
申
込
書
を
ま
だ
提
出
し
て
い
な

か
っ

た
た
め
、
契
約
は
ま
だ
成
立
し

て
い
な
い
と
判
断
さ
れ
、
簡
易
書
留

は
が
き
で
受
講
意
思
の
な
い
こ
と
を

通
知
し
、
も
し
教
材
が
送
ら
れ
て
き

て
も
受
け
取
り
拒
否
を
す
る
よ
う
助

言
し
た

。

ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ

(
消
費
者
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス
)

O

何
よ
り
も
業
者
の
強
引
な
勧
誘
方

法
が
問
題
で
す
が
、
消
費
者
側
に
も

業
者
の
強
引
き
に
負
け
て
、
受
講
料

や
内
容
も
確
か
め
も
し
な
い
で
契
約

す
る
と
い
っ
た
安
易
さ
も
み
ら
れ
ま

す
。
当
面
必
要
の
な
い
も
の
な
ら
毅

然
と
し
た
態
度
で
明
確
に
意
思
表
示

ー
し
中
?
し
ょ
、
っ
。

O

社
会
的
経
験
の
乏
し
い
二
十
歳
代

前
半
の
若
者
が
よ
く
狙
わ
れ
て
い
ま

す
。
誇
大
な
表
現
や
特
典
を
強
調
し

た
セ
ー

ル
ス
ト
ー

ク
に
惑
わ
さ
れ
ず
、

ほ
ん
と
う
に
そ
の
資
格
が
自
分
に
必

要
な
も
の
か
よ
く
考
え
て
契
約
し
ま

!
)
よ
、
つ。

〈
相
談
窓
口
の
ご
案
内
〉

消
費
者

一
一
O
番
愛
媛
県
生
活

セ
ン
タ
ー

宮
二
五
i

三
七
O
O

く

ら
し
の
ダ
イ
ヤ
ル
松
山
地
方

局
「
く
ら

し
の
窓
口
」

宮
四
六
|

三
七
0
0



A
旬l
 
{
 

閉
園
図
圃
固

ぶ

9

月
日
日
届
出

出
生
(
お
め
で
と
う
)

下志下志見若モ回守二 繍績若見を
前f 詩t '1ﾆ i可原i可

林川林川良 鐙 湖 j原 良

高犠鍋松小岩民放 j度村宮}!Ij 丹 保ib 下原 能部 t 生
谷 題

英二 j隆E 司治P 彦克 IーE・ 一宰 勝彦 維一 や治1 ' 康彦 者

宏俗ち J'{.香 光 I,'fi t良 出
な1J.!. 自11 :後 さ主

輔執JJ つ前滋司 可l t舌 児

88888  8 8 8 8 8 年生月. .. .. .. 
18 16 15 14 14 14 14 13 10 10 自

の'1' し報広

志凶問志i~医 織機牛
川i挙!曲'j i忽 川 i原HIl河京洲
ぉアk-t 佐 IJl i俊 足 Ulj 伊
藤松部閉川藤

武 正有l 秀男夫忠
透，ij ↑湾 典典

なぎ f奈圭晃広 ié 伴大

さ f tt 締 官1 チ悶

9 8 8 8 8 8 8 

12 28 26 26 24 24 21 

死

亡

(
お
悔
み
)

~t I翁 芯 兄 1 : 樋下下上
ff ff i掌奈
m 聞川良林口林林林

牧件I1]2 jela 占林藤野松森
m IlJ I時中下

キ ，、 千 ひ

ミ光ル留末 ﾆ 代久 で
ヱ尾 r-* Ii.佳子 k佐賀み

95 85 58 66 86 85 64 81 31 

99999  888  8 

13 13 9 3 3 29 22 18 17 

訂
正九

月
号
の

広
報
に
次
の
と
お
り
繰
り

が
あ
り
ま
し
た
。

お
詫
び
し
て
訂
正

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す

。

死
亡住

所
樋
口

氏
名
年
令

(
E

菅
野
マ
ス
ミ

η

57 ~ 

重 信 町 教育相談 室

チ供の教育上の諸問題や悩みごとなどについて

相談に応じる重信町教育相談室を開設しています。

気軽にご相談下さ L 、 。 秘密は厳守します。

月 日 相談員

7 池川 敏朗

14 高須賀利清
10 
21 水田敏廃

28 高須賀利清

4 高須賀利清

11 大森敬子
11 
18 近藤栄宏

25 近藤 良イ吾

毎週水眼目

13 : 00 -17 : 00 

電話でもよいし、

直接来られでも

かまいません。

子供からの電話

も受付けていま

す。

図書館 3 階

64-3437 

日時

所

話

法

場
電

方

月 日 行 司E 名 時 !日l 4品 所

25(日)
当番医 友愛内科小児科 松山市水泥町 ft76-6262 

不懲ごみ回収日

JO 
26(1羽 健康相談 (28 日まで) 各 地 区

28附 組大ごみ回収日(指定の場所へ午前 1 0時ま でに出してドさい}

2附d
インフルエンザ予防彼樋①

14 :00-14 :30 ~t吉井小体育館
双j保・~t吉井幼・3才以上の一般

月
インフルエンザ予防扱緩①

3例鉛 上林保 ・ 3 才以上の一般
13:50-14:00 t林小体育館

持志保 ・ 3 才以上の一般
14:20-14:30 f干志小体育館

I (日)
当香医 E草野内科ク リニ ッ ク 牛測 包'64-2200

第28図íI!信町文化祭( 3 日まで)

2 U'ﾐ 回健健T康康l~!相づ民税絞く第り料3J耳OElE、S国密会民健康保I 険1lo3税::o0o0寄3~-411 492U::i0納300期I 樋町限 民 会 館
日公民館

文化の日 祝日のためごみ収集'il ・たしません. 6 EI (錫に出してドさい.

3ω 当番ぽ 八木耳，.耳目峨科皮フ科 牛湖 ft64-5400 

歩行ラリー大会 10:00- 町民会館

6 ~泊 買~4 個人継続~ 19:30- 町民会館

7出 健康相談 9:00-11 :00 役場保健紛~

8(日) 当得隠 中川外科 ・内科 松山市南梅本町 宮76-7811

9U11 
\'， がん倹診(l IU まで)

町民会 tii
40才以 kの一般

8:40-10:00 

イ ンフルエ ンザ-y.防f量級②

1 0(火}
i純計 )1' 1米 ・ 第21* ・ [1信幼・ 14 :00-14 :30 l ， fJ 古 JI'小体育館

3 才以上の一般
-・・... . .. . . ...・，ーー ・ _-_----ー ー.. ... ー ー.--・ ・ --・・......-ー.._ -_.・ ---ー

11 
不燃ごみi回収日

1I附
l 才 6 ヶ月児健康診資

13:30-14 :30 町民会館
1-1 3 年 3 ・ 4 J-I 生 まれ

12ω 行政心配ごと相紋所 13:00-15 :00 役峨会議室

1 3ω 
子宮けいがん ・ 1Lがん検2会

13:00-14:00 町民 会館
30才以上の女性

14出 役地l羽fr 日

1 5(日) 当番医 藤石クリニック 志津川 ft64 -1234 

16倒) 住民給絞 2 次検診

1 7ω 
インフルエンザ予防線級②

14:00-14:30 北パ)1'小1辛子7 官官[
双葉保・ ~t吉井幼・ 3才以上の ー般

1号車見学級① 妊婦 14:00-15:30 町民会館

インフルエンザ F防機績②
.. ・・ ・ ・・ 4・・ ・・....... ー・ ・ ーー_.- ・ ・・・・ ・ー .

18例
1-. 林小体育館上林保 ・ 3 才以 i二の ー般 13:50-14:00 

持志保 ・ 3 才以上の一般 14 :20-14 :30 Hぷ小体育館

中央料理担教室 9:30-12:00 町民会館
. . .-.-_-・ ・ ・ー ・ ・・・.. . .. ・ ・・ー-.-

.. .......ト・.・....... .. __..-_.. ... --"'-'--1 

ゆ側 乳児健康診1f.
13::10-14 :30 町民 会館

1-1 451'. 1 . 4 ・ 7 丹 生まれ
月

3極 (2観l i1Ht予防接樋③

2悦鉛 H2.1.1-H2.6. 30生まれの-r. 14:00-14:30 町民 会t1îi

及び 6 .j'未iiIiの未II樋者

21(:t) 鑓l長相絞 9:00-11:00 役場保健船室

22(日} 当番Eま 西村内科 志$.川 ft64 -2461 

勤労感謝 祝日のためごみ収集いたしません.26 日附に I'fl， してドきい.

23<f1l の 日 不}日犬rUlfいたしません.30 1l UDに連れてきて下さい.
当 i孫医 m信クリ ニ ッ ク 怠11l!川 合64-1188 

24ω 骨鋭学:_~~. . }:!=!均一一一 ー - l woo-- t utu- Ff 界 会 一 陀
~I業相絞 (26 日まで) 持 地 I又

25(7同 不燃ごみ回収日

26併4 心配ごと利賊所 13:00-15 :00 役 J必会議室

27(1槌
3 才児健康診佼 13:00-14 :00 町民会館
H元年?n1A-元年911 30日生 まれ

2以土) 役場開11' 日

29<日) 当:1医 愛媛十全医綴学院付属病院 川内町南方 ft66-5011 

30(]日 鴎民健康保険税第 51111納期限

、・・・・-

」
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